
どこでも防災マップ

グループ 「どこでも防災」 災害リスク部門

どこでも防災マップは、

あなたの街の地形図を判読し、

ハザードマップに表示されないものも含め、

災害ハザードを地図に表したものです。

土地の成り立ちを確認し、災害リスクを考える、

防災ワークショップなどに活用してください。

https://bousaiara.sakura.ne.jp/wp/

グループ「どこでも防災」は、次の団体から支援・指導を受けています。
災害アーカイブぎふ・地域自然災害アーカイブコンソーシアム

地形図読図による 災害リスク判読 B-101 災害アーカイブぎふ
ブースにて資料配付

ハザードマップに
表示されない
ハザードを読み取る

地形から土地の成り立ちを知り、防災・減災を考える活動です

どこの地域でも、
その地域の土地の成り立ちを
解説します。
それにより、将来起きそうな
災害を想定し、その災害から
自分を守るにはどうすればよ
いかを、皆さんと一緒に考え
ます。

安全?

危険?



どこでも防災マップの紹介

地形判読

GIS

ワークショップ

どこでも、土地の成り立ちを、地形図読図で判読します。

どこでも、その土地の災害ハザードをGISで地図化します。

どこでも、災害リスクを防災マップにまとめる支援をします。

土地の成り立ちや災害ハザードは、つぎの資料で判読します。

地形図読図

・地理院地図

既存地図資料

・ハザードマップ

・旧版地形図

・地形分類図

・土地条件図

・地質図・地盤図 など

災害アーカイブ

・災害写真

・石碑 など

どこでも防災マップは、つぎのような方々にご利用いただけます。

地域の自主防災に関わる方

・地域の災害リスクを知りたい ・地区防災計画をまとめたい

学校の先生・生徒さん

・地域の学習をしたい ・防災学習をしたい

グループ「どこでも防災」災害リスク部門

担当：荒川

bousaiara@web.so-net.jp

ハザードマップには記載されない
危険箇所があります。

各種地図は
未整備のエリアがあります。

日本全国どこでも整備されている。
マニュアルに制限されない
ハザード判定・リスク検討に活用。

判読者によって判読結果が異なる
ことがあります。

災害を自分事として
感じてもらう。
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